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1 学籍番号

2 氏　　　名

3
佐賀大学での
所属（派遣時）

都市名

5 留学期間

6 留学先大学

①【留学前】　留学先大学を選んだ理由

②【留学後】　留学先大学の魅力

松岡　明子

4
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⑬【留学中】語学能力向上のために努力したこと

毎日、英語でホストファミリーに今日の出来事を話した。また、分からなかった単語はすぐにメ
モするようにした。

語学について

⑩【留学中】授業・研究の準備の際の文献読解で困らなくなるまでかかった月数

4ヶ月

⑪【留学中】授業・研究におけるレポート等の執筆

□ア）ほとんど困らなかった　□イ）少し困った　☑ウ）かなり困った　□エ）何もわからなかった

⑫【留学中】授業・研究におけるレポート等の執筆で困らなくなるまでかかった月数

3ヶ月

⑦【留学中】授業や研究室における発言

□ア）ほとんど困らなかった　□イ）少し困った　☑ウ）かなり困った　□エ）何もわからなかった

⑧【留学中】授業や研究室における発言で困らなくなるまでかかった月数

3ヶ月

⑨【留学中】授業・研究の準備の際の文献読解

□ア）ほとんど困らなかった　☑イ）少し困った　□ウ）かなり困った　□エ）何もわからなかった

④【留学中】日常生活で困らなくなるまでかかった月数

1ヶ月ぐらい

⑤【留学中】留学先大学の授業や研究における内容の理解度

□ア）ほとんど困らなかった　□イ）少し困った　☑ウ）かなり困った　□エ）何もわからなかった

⑥【留学中】授業や研究で困らなくなるまでかかった月数

3ヶ月

②【留学前】語学能力向上のために準備したこと

③【留学中】現地生活を開始した当初の日常生活における語学能力

□ア）ほとんど困らなかった　☑イ）少し困った　□ウ）かなり困った　□エ）何もわからなかった

　　先進健康科学研究科　 健康機能分子科学コース専攻 1年

　　　　　　　　　2019　　　年　　　9　　月　　　　　～　　2020　　　　年　　　1　　月

化粧品開発についてより専門的なことが学べるから

バイオテクノロジーに特化した大学なので、座学はもちろん実践的なことも学ぶこと
ができる。一つの授業に座学、実験、プレゼンテーションが組み込まれていて、専門
的な知識が身につきやすいカリキュラムになっている。

①【留学前】TOEFＬ等の公的試験の最終得点

留学先

大学：バイオ産業大学　　　　　　　　　　　　　　　　　学部・学科等：

国名 フランス セルジー

佐賀大学　海外派遣留学報告書

試験名称　TOEFL-ITP スコア　　480

スキルアップグループに参加し、週に一回の英会話とオンライン学習を行った。

19626017
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10 課外活動 ①課外活動に参加した頻度

□ア）週に2回以上　　□イ）週に1回程度　　　☑ウ）月に1回～数回程度
□エ）1学期に1回～数回程度　　□オ）参加しなかった

②参加した課外活動はどのようなものか

留学生の他の国の料理を作って他国の文化を理解し、親睦を深める。

③参加した理由

もともと他国の食文化について強い関心を持っていたから。また、他の留学生とのコミュニ
ケーションの場となると思い積極的に参加したいと思った。

履修登録・
単位認定

①履修した科目の具体的な概要・内容授業内容

②留学先に到着後、履修科目の変更・追加はできたか

☑はい　　　□いいえ

③一学期あたりの履修科目・単位数

４科目

④一学期に履修した科目数・単位数の量

□多すぎた　　　☑ちょうどよい　　□少なかった

・Analytical Instrumentation　TLC，HPLC，GCなどの分析方法の原理と活用法についての授
業。毎週の大講義室での講義と小クラスでの練習問題、それに加え、実験やプレゼンテーショ
ンも行った。
・TOEIC　English　一週間に1度TOEICのリスニングや文法についての授業、毎回2回分の練
習問題が課題として与えられた。
・Business English　会話形式での授業。3回のプレゼンテーション。毎回課題あり。
・フランス語　初心者と上級者に分かれ、簡単な日常会話などの授業。

②留学先の学年暦（学期・休暇）、授業スタイル、授業への準備、試験等の準備

１）学年暦  前期　秋休み（10/28～11/1）、　クリスマス休暇（12/23～1/3）

２）授業スタイル　小規模クラスで発言しやすい環境と大講義室での講義

４）試験・レポートの準備　EBIの学生に助けてもらいながらレポートを作成した。試験は過去問
題集が配布されたので、それを解いた。

３）予習復習方法　毎週出される課題をこなした。

⑥留学先で取得単位を佐賀大学で単位互換できたか

□はい　（　　　　科目　　　　　　単位）　　□いいえ

⑤履修登録に関するアドバイジング

☑あった　　　□なかった

①出発前に留学先での履修登録はできたか

□はい　　　☑いいえ
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④お金はどのようにしてもっていったか

キャッシングカードを持っていき現地で現金を引き出した。

③留学先での生活費（月額）

合計　約＿＿80000＿＿円/月

詳細：ア）宿舎費：＿＿＿＿60000＿＿＿＿＿＿＿円
　　　　イ）食費：　＿＿＿＿＿アに含まれる＿＿＿＿ 円
　　　　ウ）通信費：__________＿1000＿＿＿＿＿＿ 円
　　　　エ）交通費：＿＿＿＿＿9000＿＿＿＿＿  円
　　　　オ）その他＿＿＿＿＿＿10000＿＿＿＿   円

⑤留学先における物価（日本・佐賀と比較して）

☑ア）高い　□イ）同じぐらい　　　□ウ）安い

駅周辺

⑪通学に関しての交通事情や留意点

12/5から大規模無期限ストライキが起き、電車がほぼ使えなかった。バスは通常通りの運行
で通学には問題なし。

学内外の施設・
環境等
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12 生活

②住居はどのように探したか

EBIの学生にホームステイ先を探してもらった。

①留学中の住居形態

□ア）寮　　□イ）民間アパート　　☑ウ）その他（　ホームステイ　　　　　　　　　　　　　　　）

⑧安全について特に気を付けていたこと（キャンパス内）

貴重品は常に身に着けておくこと。荷物を放置しない。

⑨渡航先の治安状況

□ア）日本より良い　　  □イ）日本と変わらない
□ウ）日本より悪い　　　☑ウ）日本よりかなり悪い

⑩特に近付かない方がいいと感じた地区や場所

③学内通信環境

□ア）充実している　　☑イ）ふつう　　　□ウ）充実していない

⑥クリニック

□ア）充実している　　☑イ）ふつう　　　□ウ）充実していない

⑦キャンパスの安全性

□ア）安全　　☑イ）注意すれば安全　　　□ウ）あまり安全ではない

①留学先のインターナショナルオフィスの支援体制

□ア）充実している　　□イ）ふつう　　　☑ウ）充実していない（理由：住居に関しての支援が一
切なかったこと、研究室を決める際に2か月も先送りにされたこと　　　　　　　　　　　　　　　　）

④運動施設

□ア）充実している　　□イ）ふつう　　　☑ウ）充実していない

⑤飲食施設（学食・売店等）

□ア）充実している　　□イ）ふつう　　　☑ウ）充実していない

②図書館

□ア）充実している　　□イ）ふつう　　　☑ウ）充実していない
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14 留学後の感想 ①留学したことによる成果と課題

日本とフランスの文化の違い、化粧品や医薬品の商品展開の違いを学び、規制基準など専門
的な知識がついた。日本の製品を海外に展開させるためにはどのようにするべきかを考える
ことが課題である。

②これから留学を希望する学生に伝えたいこと

留学先の大学について詳しく調べ、自分がどんなことができるか、何をしたいか、それが実現
できるかをよく吟味することが大切だと思います。

③国際交流推進センターのサポートに対する提案・意見など

EBIについて事前に得られる情報が少なかったと思いました。（寮があると聞いていたがなかっ
たこと、研究が主な目的だったが、行ってみたら授業がメインでカリキュラムが組まれていたこ
と）
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就職活動の準備（ESの添削や面接練習など）で他の学生に遅れを取っていること。

進路・就職

②留学後、現在志望している進路

化粧品・医薬品メーカーへの就職

生活

③今回の交換留学を通じて得たもので、将来のキャリアに活かせると思うもの

化粧品会社と大学の共同研究の仕組みを知り、化粧品が開発される過程でどのようなことが
求められているかを理解できた。日本企業がフランスでの企業展開をする際に必要な事、そ
の仲介をする機関があることを知れたことがとても大きな成果でした。

④進路選択、就職活動を行う上で、不安や気になること

⑥留学中奨学金を受給したか

☑ア）はい　　□イ）いいえ

⑦受給した場合は、その奨学金名と金額

ア）奨学金名　JASSO
イ）金額　80000円/月

①留学前に志望していた学部卒業後の進路または大学院終了後の進路

一般企業への就職
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